
　

プ
ラ
ー
ク
は
歯
の
表
面
に
強
く
付
着
し
て
い
て
、
水

道
水
等
で
の
う
が
い
だ
け
で
は
完
全
に
取
り
除
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
清
掃
器
具
に
よ
る

機
械
的
な
除
去
が
必
要
で
す
。

　

う
が
い
薬
（
洗
口
剤
）は
消
毒
薬
を
含
ん
で
い
ま
す

が
、
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
中
に
生
息
し
て
い
る
細
菌
に
は

到
達
性
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
に
よ
っ
て

機
械
的
に
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
破
壊
し
た
後
に
使
用
す

る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

プ
ラ
ー
ク
が
除
去
さ
れ
な
い
ま
ま
数
週
間
が
経
過
す

る
と
、
プ
ラ
ー
ク
中
の
細
菌
の
死
骸
な
ど
が
石
灰
化
し

て
歯
石
に
な
り
ま
す
（
写
真
３
）。
歯
石
は
、
歯
と
歯
肉

と
の
境
目
や
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
で
形
成
さ
れ
、
歯
に
強

固
に
付
着
し
て
い
る
た
め
通
常
の
歯
磨
き
で
は
取
れ
ま

せ
ん
。
歯
科
医
院
で
専
用
の
器
具
を
使
っ
て
除
去
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ー
ク
付
着
前
の
歯
の
表
面
は
、
ペ
リ
ク
ル
と
い

う
唾
液
由
来
の
被
膜
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
リ
ク
ル

表
面
に
は
細
菌
に
対
す
る
受
容
体
（
レ
セ
プ
タ
ー
）が
あ

り
、
歯
磨
き
の
直
後
か
ら
そ
れ
を
介
し
て
細
菌
が
付
き

始
め
ま
す
。
ま
ず
は
、
生
息
に
酸
素
を
必
要
と
す
る
細

菌
（
好
気
性
菌
）が
歯
の
表
面
に
付
い
て
歯
肉
溝
で
増
加

し
ま
す
。
す
る
と
歯
肉
溝
内
の
酸
素
の
占
め
る
割
合
が

減
少
し
、
酸
素
が
あ
る
と
生
息
で
き
な
い
細
菌
（
嫌
気

性
菌
）が
増
え
ま
す
。
嫌
気
性
菌
は
、
我
々
の
体
の
炎

症
（
赤
く
腫
れ
た
り
す
る
こ
と
）を
促
進
す
る
成
分
や
タ

ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
歯
周
病
原
菌

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
原
菌
が
増
加
す
る
と
歯

肉
溝
が
深
く
な
っ
て
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
な
り
、
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
が
深
く
な
る
に
伴
い
歯
を
支
え
て
い
る
骨
（
歯

槽
骨
）も
減
少
し
、
歯
が
咬
む
力
を
支
え
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
（
図
１
）。

　

プ
ラ
ー
ク
と
は
、歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に
あ
る
溝
（
歯

肉
溝
）の
と
こ
ろ
に
付
着
し
て
い
る
細
菌
の
塊
で
「
歯

垢
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
の
80
％
は
細
菌
で
占
め
ら

れ
て
い
て
、
歯
磨
き
等
で
定
期
的
に
除
去
さ
れ
な
い
場

合
は
、
付
い
て
い
る
量
が
増
加
し
て
歯
周
病
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
（
写
真
１
、２
）。

　

プ
ラ
ー
ク
１
㎎
中
に
は
、
１
億
個
以
上
の
細
菌
が
住

ん
で
い
ま
す
。
細
菌
は
自
ら
産
生
す
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

と
呼
ば
れ
る
物
質
で
フ
ィ
ル
ム
状
の
す
み
か
を
作
り
、

そ
こ
に
集
団
で
生
息
し
て
外
の
刺
激
か
ら
互
い
に
他
を

守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
内
に
は
水
や
栄
養

成
分
の
通
路
が
作
ら
れ
細
菌
同
士
が
シ
グ
ナ
ル
を
送
り

合
い
な
が
ら
共
存
し
て
お
り
、
歯
垢
は
プ
ラ
ー
ク
バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　歯周病は全身の病気と深い関わりをもつといわれています。日本歯
周病学会にご協力をいただき、歯周病についてのお話をうかがいます。
　第3回は「プラーク（歯垢）」です。

本当は怖い「歯周病」　

プラーク（歯垢）
第 3回連載
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歯周病予防のため、年に１、2回は歯科医院で
歯科健診と歯石の除去を受けましょう。
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好
気
性
菌
→
嫌
気
性
菌
と

増
え
て
い
く

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を

破
壊
す
る
こ
と
が
大
事

プ
ラ
ー
ク
が
石
灰
化
す
る
と

歯
石
に
な
る

①
②

歯

歯根
歯肉

骨

量
が
増
え
る
と

歯
周
病
の
原
因
に

フ
ィ
ル
ム
状
の
す
み
か
で

細
菌
が
共
存

次
号
は
「
歯
周
病
の
発
症
と
進
行
、
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー（
総
論
）に
つ
い
て
」で
す
。

写真１

写真2

写真3 図１

プ
ラ
ー
ク
と
は

プ
ラ
ー
ク
中
の
細
菌
と
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
形
成

プ
ラ
ー
ク
の
生
成
過
程
と
そ
の
影
響

プ
ラ
ー
ク
の
除
去

歯
石
形
成

プラーク

プラークの染め出し

長期間除去されなかった
歯石

プラーク付着と影響

歯磨きができていない歯の、歯
と歯肉の境目付近（左写真矢
印）を専用の器具の先端で擦る
と白っぽいプラーク（右写真
矢印）が取れてくる。

何もついていないように見え
る歯面（左）を専用の染色液で
染めると付着しているプラー
クが赤く染まり、肉眼では見
えなかったプラークの付着状
況がわかる（右）。

①歯肉で覆われていない歯の表
面には好気性菌が多く付着し
ていて、むし歯の原因となる。

②歯周ポケットの中には嫌気性
菌が多く存在していて、歯肉
が赤く腫れ、歯を支える骨が
減少する原因となる。
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